
 日本には、古来より湯船に浸かり、カラダを癒すという文化いわゆる「湯治」
文化がありました。しかし、医学の進歩や経済の高度成長などによるライフス

タイルの劇的な変化や欧米化が進み、カラダを温めるという行為を忘れてしま

いました。身体の低温化は、本来持っている自然治癒力の低下をもたらすと

警鐘を鳴らす専門家もいます。 

 昨年、事業者へのストレスチェックが義務化されました。現代社会のストレス

をどう癒すかは大命題であり、医療費の膨張化に歯止めをかける方策が今こ

そ必要です。 

 竹田市は、国内でも稀有な高濃度炭酸泉をはじめ貴重な温泉が湧出して

おり、温泉力を活用した予防医療と観光振興に取り組んでいます。 

 日本には、奇跡の湯と呼ばれる豊富温泉（北海道）や玉川温泉（秋田県）な

ど、“温泉力”をもつ温泉地があります。 

 

 － 今こそ温泉力を知り、原点回帰へ － 

  

 この度、竹田市の音楽姉妹都市・仙台市において、“温泉地力”シンポジウ

ムを開催することとなりました。温泉の力や取組みを通じて、これからの温泉地

形成、温泉活用、健康づくり、観光振興について皆さんと一緒に考えたいと思

います。多くの皆様のご来場をお待ちしております。 

２月２９日 月 １３：３０～１６：００ 
入場無料 

会場：仙台商工会議所７Ｆ大会議室 
仙台市青葉区本町2-16-12 
☎ 022-265-8181（代） 

開会 

趣旨 
説明 

13：30～13：45 

主催者挨拶・来賓挨拶 

13：50～14：10 

“温泉地力”シンポジウム in 仙台 

 ～温泉力を活用した予防医療と観光振興を考える～ 

大分県竹田市長   首藤 勝次 

大分県竹田市 

14：20～16：00 

パネリスト 
 北海道豊富町長                工藤 栄光 氏 
 日本クアオルト研究機構事務局長     小関 信行 氏 
  NPO法人健康と温泉フォーラム常任理事 合田 純人 氏 
コーディネーター 
 大分県竹田市長                            首藤 勝次  

■主催 大分県竹田市 

■共催 温泉力地域協力協定自治体（北海道豊富町・秋田県仙北市） 

      NPO法人 健康と温泉フォーラム 

パネル 
デスカッ 
ション 

平成28年 

１３：００開場 



申込先：竹田市仙台事務所 行 
 （㈱東北地域環境研究室） 

 
 “温泉地力”シンポジウム in 仙台 

 ～温泉力を活用した予防医療と観光振興を考える～ 

参加申込書 
 
下記シンポジウムへの参加を申し込みます。                        

申込日： ２月    日  

団体名： 

住所： 

電話： 

FAX： 

E-mail： 

１.お役職・お名前： 

２.お役職・お名前： 

３.お役職・お名前： 

４.お役職・お名前： 

５.お役職・お名前： 

その他（ご連絡事項等）： 

※会場の準備の都合上、2月23日（火）まで本紙にご記入のうえＦＡＸにて申込みを  
 お願いします。 

 
FAX 022-212-1106 

大分県竹田市商工観光課 
 大分県竹田市会々2250-1 竹田温泉花水月内 
 URL http://www.c ity. taketa.oi ta. jp /  
 ☎ 0974-63-4807 
 

＜申込・お問い合わせ先＞ 
 竹田市仙台事務所（㈱東北地域環境研究室内） 
 〒980-0021 仙台市青葉区中央2-9-1  河西ビル 

    ☎ 022-212-1105 FAX 022-212-1106 


